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繋 卵脚 圓形黼 は著 ・蹤 ・・ 飆 鼎 ・ 色 は鴎 帶赤飆 よ

　　　　淡黄で 、 斑紋を 有す るを常ざす るが 、 有 しな い もの もある 。

　　　　　鄭 は長さ より瀟 廣 く、 前胸背の凹陷に齡 し滅 面 口 繍 刻があ る・

　　　　。p・  ・・1 … ure 明かで 、 模範は嚇 ・形をなす・ （但 し・
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廣 大 で ・ 幾 らか壓せ られて截形 をなす。

　 前胸は長 さに比べ て幅極めて 廣 く
、 前椽は 凹陷 し、 後縁は大 き く弧歌をな

す の で一
般には後縁角を認め られす 、 夊側掾 も充分明か でない 。 前豫角は普

」通丸味を帶び るo

　　　　　　　　 第　 一　 圖　　　　　　　　　　　　第　 二 　 圖

聴
e w ．，、．llt “’tu ””MMeem

　e”tub

ヨ ダ ン ハ ム シ
。 前 胸腹板 、 前基篩

前薄節中胸腹 板の 前1部。

媚

ヨ

ダ

ン

ハ

ム

シ

の

後
肢
附
節
の

腹

面
圖

。

　稜 状部は三角形で 、 先端の角度は區々 で ある。

　 翅鞘は點刻列 を有 し、 其の數は變1匕し、 且つ 點刻が數多 くな り、 混雜して

H
辛 うじて列を認め得るに至る事が多い 。

　 腹面 。 前脚基篩窩は後方に於て開 く。 薊胸腹板は膨起 し、 長 く、 後端は A

一歌の 凹みを有 して 中胸腹板の 前端小突出部に 遖合す る（第 1圖）。各翅鞘の epi・■

・
pleuron は垂直で

、 凹形 、 基部で は先端で よりも廣い 。 附節第
一
節は廣 く

、卵

形 、 靜止 の時は脛 節端外側 の凹みに逋 合す る 。 爪は 下面に鏡 い 附屬物 を有 す

て第 2 圖）。

　 分布。 東 シ ベ リア
、 支那 ・ 日本 、 a ン ド、 オー ス ト ラ リ ァ

。

　 ハ ム シ亞科の他 屬ミは、 前胸の形状 、 爪の構造 、
epipleuron の垂直に して 、

、纖毛樣剛毛の ない點等に於て 容易 く區別す る事が出來 る。

　 この 屬は 、
WEISE ・（7） に依 るミ

、
　APav’

oPsdS 　WEISE
’
（190S） ε 乃 砂 5遊 ∫ こ

・の 二亜屬に 分れ て ゐ るが 、 前者 は本邦及び 近接地方に 知 られ て ゐす 、 以下記

一
す ものは後者に屬 して ゐるか ら、 茲 では亜屬に就て逋べ る必要を認めない 。
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　本屬の もので今 日迄に本邦産 ε して知 られて ゐるのは 、
HEYDEN （2） が朝鮮

か ら記録 した P．d〃odTecimLzsttslulata 　GEBLER ε P ・跏 o盈 ‘あψ彦〆∫’〃〜itta　var 瀦8ハ

勅 卿 瀚 GEBIER の外 、
　 W ］ilrSF．（7） 。 は R7   ψ ∫‘・洳 JAC。BY （1888）の

産地 こ して 朝鮮をも舉けてゐる（模式標本は支那九江府産）か ら、 合計 2 種 1

變種S なる譯で あ るが s 最後の ものは WETSE 以外に 記録 しナこ の を見す 、 叉

標本 も檢する事が出來なかつナこの で 、 之 の朝鮮に産す る 事は 未だはつ き り し

て ゐない 。　　
’

P ・≠・P・id・・ d・ ・d・Cimp ・rt・1・t・・G … ER （第三 圖飾 鬮 ）

　　　　　　　　　モ ン キ ヨ ダ シハ ム シ 　（新講）

）ar ，p、iS
’
　du・砒 鵬 ・鰡 ・ G ・点… i・ H 刪 畆 E ・・al・・ e ・ t・・i… 825 ， P・54・

Par・LPsicles　Pustitlata　HF．Y ・ti．g ，　H 。r・　 S… E ・t：R ・… XXi ・
1887 ・ P・　263・

ル 嶼 漉 ・ 12−・徽 紘 ∫。。。。・ ， P ・・c・Z・・1・S・c・L・nd ・188S ・　P・348・

痂 ψ繭 伽   ψ 顧 如 NV・・sE ・C ・t・　 C ・L　68・　 ICJ　16・ P・170・

　　　　　　　　　　　　 MAUI ，IK ，
　Fauna　Brit．　Ind． 1926 ，　p， 73．

第 三 圖 　 第 四 圖 　 卵圓形 、 膨隆 し、
テ ン F ウ

　 モ ン キ ヨ ダ ン ハ ム シ 　 　 モ ソ キ ヨ ダ ン ム シ

　　　（水原 、 雌）　　　　　　　（信州 、 雌）

齟
近い 一紋 は略菱形で 、 大 き く、 前端は翅鞘基部縁に 達 し．

一 個の標本で は こ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 サ　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　 　　　　　

の紋中に 小 さい黒長紋を有 し、

’
　L 個の標本で は この 紋の 前外側に逹 つ て小褐

色部旛 め られ る ． 第 二列は翅鰰 央 よ り撒 茄 あ り櫓 線に近い の は晦

ム
’
シ に 似 る 。 黒色 、 各翅鞘

に は 唔褐乃至淡褐色の斑紋

があ り、
2 個宛横に 3 列に

並 び 、 頭部 ． 胸部 、

・
腹部に

も同色の 部分が 少 し くあ

る 。 翅 鞘の斑紋第一 列は基

部に あつ て ・ 會線 5uture に ，

臟

砦

彼に 、 然れ 、 前二 者 の 壼地 に朝鮮 な入れてゐ ない
・
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　l1　　　　　 四角形、 側方（蒋櫞 ）に あるの は 略短形をなす 。 第三 列は第二列 ε翅鞘端 S の

騰　 中聞嚇 ・臨 ・て ・ 襯 畷 ・な ・を常・す ・ も・gma しな1・ の

…i！　
もある（第 三 圖’・ 是等 3列の 夕髄 欟 二近 く 1 個の小褐鰍 力嚇 觚 全

鯊

li！l 繼欝1濕難難i濕ll
l…ill 轟難難騰撚纖繦
…1…il　 瓢 蠶灘1：繍 灘 1匈農籌鯲耀 募三韈
：ll！

L

　 縫 部 も囓 色を呈 す． 擲 纖 板の黼 （及 鰾 本に よつ て 側縁 も）關 乃、

ll”

　
：

至赧 色で あ。護 爿燉 、購 を除いt赤臨

1………　 　 鄭 齲 廣 、、 甄 黝 、
・
あ り、 李 らで ない 溺 角は 黼 背の 基部妙 し

ll…ガ 　 く越・ 、 鞴 ・大 き ・て棍棒聯 二節は第三黝 も短 ・、 鱗 は策
　 ［11
蝋 　　　　 四節よ り少 しく長 く、 第五節は第四節ε 殆ん さ 同長 ・ 第六 節か ら末端第十一

・1・li…1・、　 節聯 迄は少 ・ ・麟 ・
・ 黼 ・・翻 ・比べ て 勵 礦 ・淇 嘲 犬は

騨 ．　　　　 この屬の特徴である、 背面は夲らで な く、 各側縁近 く淺い 縱陷がある 、 全面l
l

…鯲
’

I l薫籌謙 1薯讖鵜騾繋灘i
灘；il等

ー

ー
転

同

匡、iI

で は な 檎 徽 い 、のは多 少條，亘霸 も譴 か瞰 一 られ 、 程規則正 郷
，
U くな く、 點刻列の規則 正 しさは 個體に よつ て も異 る 。 腹面は僅か な毛があ

るが、 大體卒滑、 光澤があり、 淺い稍大 きい 點刻が少 し く認め られ る 。

長 さ・
♂ 7・2mm ， ♀ 6・°−6・5叫 帆 ♂ 翫5ぬ ♀ 5

・
5−6・°mm

・ 　 　 黝
　産地 。 朝鮮

一 水原（1918 年 7 月 7 日 、 村松氏 、
1♀）、 樺太

一豐原 （1922 竿　　
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IS

、
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ili

驪 、、汐 腰 崛 の もの を本州及び樺太 か ら記鋤 ・・の は之・
s
最初であらう・

1飜lli．
脚 こ駲 で ε れて ゐ 碎 は分布上勵 て 鯡 深い ・ 本州の他地方及び北1∫樋

　 隙 ，　 に も居るか ε 思はれ るか ら注意 して頂 き度い 。

　 譬
’
・1　　　　　　　　　

・
　　　　 ・

：iil：1　　樺太産の ものは朝鮮産の ε大差な く、 信州の もの も翅鞘第三列の紋が 2個

謝 9／，，
’
匚

ii醗 で あ る外曙 しい 違ひがない ゜

ii灘
……嬲

P

欝 P膿 潔蠶
跏

’i国 ．蓋
：t’

瀰 1撫 ・ ，　 　 　 　 　 　 ヨ ダ ン ハ ム シ

ili　 lll

、 ：iii…ilii
’

　 乃 ・ψ 漁 ・働 蜘 G ・BLER 　i・ H ・・MEL
・
E ・・aisent 　・　 iv

・
1825・

　p・　55・

　　　　　　　乃 卿 曲 伽 勅 蜘 ・・ H ・YD 即 ，　FI。r・　 S・c・E ・ t・R ・… xxi
・
　19S7・ P・263・

　　　　　　　　　　　　　　　　JAc・BY ， 、P…
，
Z。・L　S… L 。・ fi・1888

・ P・34S・

　 。 　 　 R ，姻 謝 読融 ゴ螂 諏・傭 ab ，伽 鰹 伽 W ・・sE ，　C・し C ・1・68・
1916 ・ P・17°・

iiil齢
’

鱗欝∵ 1：蹴：∵ ：∵：：l

i…L懸灘講難薫簾鞭認瑞警
1
・

飜 　・ 槻 合せ て ・齣 嫩 ， 前胸kb　O）中央に ・個 、 醐 縱齟 ・ ・個船 せ て

灘 1い 個の不正 鰍 ． es翅轍 に は椥 ・並 ぶ る姻 があ り・ 綱 騾 眼 い 嗽

il　　　　 か らなる 、 あ る紋は可 なり長 く・ あ る紋は極めて 小 さい 、 第
一
列の第三及 び

i監 擁 瞰   か ら跏 、數 へ 、 、 以 下之聯 、は船 ・て螺
一紋 をな すの

濫・

箒瓢箋孟鬻鷺謙謦簒認 纂三纂欝鰄麗
盤 合 聯 二聯 三夏蹄 紋 も融合，t　7V　S す 、 脚 あ 、． 黝 紋，

’
・j、Cl，）

　
’

t ／
外に翅鞘端部斜横 に長い紋がある。 それ で全翅鞘上の斑紋數は 32個乃至

一24ma

曇 もSCoap 。mel ミ あ、る も、
Chryst）mela の 間違ひ であ らう・

’ij・

Ii・辷匸
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　　　　第　 五　 圖　　　　　 の變化がある 。 （支那産のでは 頭 、 胸、 翅凡

　　　　　　　　　　　　　　　て の斑紋が朝鮮g）に 比べ て小 さい）。 其他は

　 　　大顎端が黒色な る以外 、 大 體赤褐乃至暗褐

　 　　で
、 觸角の色 も前種 S 同 じい 。

　 　　 長 さ。 ♂7．2mm ， ♀ 9．2・mm
。 幅。 ♂ 6．O

　 　　mm ， ♀ 7．Omm
。

　 　　 産地。 朝鮮一水原 （年不明 4 月30日 、 佐

　 　 藤氏 、
1 ま。

1918年7月 7日 、 村松氏 ・ 1♀）。

　　　 ヨ ダ ン ノ 、 ム シ 　　　 分布 ， 東 シ ベ リ ア 、 支那 、 朝鮮 ・ イ ン ド

　　　　 （水 原 、 雌 ）　　　　　 （Assum ；Burma ）o

　青山哲四郎氏 （1）及び勸業模範場報告 （4）に ある ヨ ダ ン ハ ム シ の記載及び

圖は慥かに この變種だ ε考へ られ た が ． 筒、 念の爲め、 村松氏を煩 して ． 朝

鮮 で ヨ ダ ン ハ ム シ ざ呼ばれ てゐ る もの を迭つ て 頂 い た結果 、 私の考 へ の間違

な い 事が判つ た 。 樺太 及び本 州か らは未だ この變種の方は見巒さない
。

　54、 之 は頁 に よ る先取權に よつ て 前種の 變種 ミなつ て ゐ るが 、斑紋の肋態

を よ く見る 言
、 僅少な個體か らで も、

乃跏   妙 励 α か ら clU ・deii／ipigXislataへ の

i移 り行 きが認 め られ るか ら、 生 物學的に は モ ン キ ヨ ダ ン ハ ム シ の方 が ヨ ダ ン

ハ ム シ の變種だ ミ考 へ られ る。 筒 ・ Welse（7）は この變種 を前種の變形 aberra −

tioΣ して ゐるが 、 兩者の 色彩に多少の變異は あるに して も・ 中聞形は産 しな

い らし く（a ン ドで は この變種だけ）、 まつ固定的な もの S 思はれ るの で 、 今

は MaUlik （5）ε同 じ く變種 ε認めてお きt い 。 それか ら M ムULIK に よるε 、

之 は イ ン ドで も矢張 り梨 を害す る そ うである 。 （西 ク原農事試驗揚に て），

　　　　　　　　　　　　　主 要 文 獻。

　（1） AovA 鯲 ，
一梨の 新害 蟲「ヨ ダ ソ ハ ム シ

」に就 きて o 病蟲害雜 誌 、　T・iv
，
．1917，　PP．

　 　 922＿924．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・　　一．

　（2）HEx ’DEtsr
，
　L 　voD ．Verzeichniss　der　von 　Helrnα to　Herzy 聞 f　der　Chine5isch蕊 且albinsel

　　 K ・ rea 　geammelten　C ・le・pteren・H ・ r．　S・ c・Ent．　R ・ss ・xxi
， 1887，　PP」243L273．

　（3）JAcoBy，　M ．　Descriptions 　of 　new ドpecies　of　Phytophagous　Coleoptera　from　I〈iukdang
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